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本店 玄海原子力発電所
げんかい あいのうら

相浦発電所 長崎支店

平成19年6月15日

　株式会社トーマツ環境品質研究所は、九州電力株式会社の「2007 九州電力環境アクションレポート」（以下「報告

書」という）に記載されている重要な環境情報の正確性及び重要な事項の網羅性について、第三者審査を実施しました。

　この審査の過程において気付いた事項を「第三者審査報告書」とは別に、以下のとおり報告します。

　なお、下記の記載事項の(　)書きは、報告書の参照ページです。

(1) ハイライトについて

　　 今年度は、ハイライトの次にステークホルダーごとに興味のある項目として「CO2排出抑制対策」、「エコ・マザー

活動」、「生物多様性の保全」を特集（P.09～14参照）し、報告書の利便性を高める工夫がなされています。

(2) 環境会計における期間帰属について

　　 環境会計の環境コストの計上において、事業所往査の段階で年度末の3月に検収予定であった装置が翌年度の5

月に検収されていましたが、環境会計上では、当期の環境保全コストとして計上されていました。報告書上では修

正済みでありますが、財務会計と同様、実績に基づく検収基準によって計上されるように徹底される必要があります。

(3) 環境会計マニュアルについて

　　 当期は、環境活動コストの計上区分が変更されていますが、本店往査時において使用されている環境会計マニュ

アルが上記の変更を織り込んだ最新版に更新されていませんでした。本店の担当者段階では、上記事実を認識し

ているため、報告書の表示は変更された計上区分に適切に表示されていますが、マニュアル改訂は、タイムリーに

行なわれることが望ましく、2006年度の環境会計集計プロセスで変更された内容についても速やかに実施する

必要があると考えます。

(4) 環境マネジメントシステムについて

　　 環境マネジメントシステムについては、事業所単位で構築・運用されていますが（P.17参照）、九州電力全体と

しての環境影響、環境負荷低減の更なる推進のためには、全社目標との包括的な管理や更なるシステムの改善に

取り組まれていくことが望まれます。

以　上

2007九州電力環境アクションレポートの審査状況報告

審査状況報告

　環境アクションレポートの記載内容の信頼性を高めるため、2002年から株式会社トーマツ環境品質研究所による第三者審査

を、本店環境部に加え、事業所においても受審しています。

第三者機関による環境アクションレポートの審査

環境アクションレポートに対する第三者意見書

審査状況
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